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第24巻 防災の形態史 978-4-86573-108-8 
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2016.5 第11巻 藁の履き物 978-4-86573-700-4 

2016.5 第12巻 い草の履き物 978-4-86573-701-1 

2016.5 第13巻 甲にゴムを使った履き物 978-4-86573-702-8 
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特許(実用新案）図面の役割  
 
◆特許図面は機械設計などに用いられる設計図とは
異なり、発明を客観的に理解しやすくするための図面
として明細書の補助的役割を果たすものです。特許制
度は書面主義を採用しているため、特許権を取得する
ためには特許庁に対して法律の規定に従って必要な
書面を提出しなくてはなりません。その一つが特許図
面です。特許法の保護対象は自然法則に基づく技術
的思想であり、技術的思想が特許図面には表れている
と言えるでしょう。つまり、私たちは特許図面を通じて発
明者の技術的思想に触れることができるのです。本書
は公的文書として記録が残されているアーカイブ情報
として特許情報を活用します。特許図面に表れる形態
を通じて百年前の技術的思想、ひいては近代日本の
歩みを見てまいります。 
 
◆特許制度が始まったのは明治18年です。右図は、 
明治18年7月1日に出願された特許第二号です。この
発明は埼玉県の高林謙三氏が発明した生茶葉蒸器械
の発明です。底のない木箱の引き出しに茶葉を入れた
蒸籠を竈（かまど）の上に置き、把手をまわして撹拌し、
蒸します。下図をご欄ください。特許図面を見るだけで、
活き活きと発明者の技術的思想が伝わってくるのがわ
かります。  
 
 

時代の技術的思想が特許（実用新案）図面に
表れる 
 
世の中に実現している技術は、優れた技術力と社会の
要請、環境、インフラ、法制度など複雑な要因が絡み
合って、人々の試行錯誤の積み重ねの上に成り立って
います。成功と失敗、国内と海外、異分野間、時代の
様々な要因がすべて混然一体となってダイナミックに
動いていることが技術の魅力でしょう。本書では明治、
大正、第二次大戦前までの特許図面を海外出願人と
日本出願人に分け、時代別に配置しています。特許図
面に表れた形態を時代別に視覚的に通覧することに
よって、近代技術のダイナミックな変遷が浮かび上がっ
てきます。近代日本においては西洋から優れた技術を
積極的に導入し、日本独自の技術を生み出してきまし
た。技術的思想が表れている特許図面を通じ、技術を
どう考え、どう対応するか、歴史の中の多様性から力強
い創造を学びます。 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

ネオテクノロジーは「創造と発明」をテーマに活動しています。 

特許（実用新案）図面に表れる形態に、 
近代日本の歩みを見る新たなアプローチ 

発明（考案）として歴史が積み上げてきた特許情報を通じて
理系・文系、専門・一般の別を問わず、異分野や異業種か
ら学び、多様な中から生まれる力強い創造を学びます！ 

≪特許第2号のフロントページ≫ 

≪特許第2号の特許図面≫ 

①「ものづくりは要素技術の塊」を実感 

②絵巻物のように楽しむ 

③西洋技術の導入と独自技術の関わりを見る 

空欄は何をあらわすの？ 

本書では１頁に４件の特許図面を掲載しています。 

海外出願人を下段、日本出願人を上段に分け、 

明治、大正、昭和初期で区分し、発明が世に表れた時系列順に

左詰で特許図面を配置しています。左の内容見本のように空欄

がある場合があります。この場合は、この時代には日本出願人件

数が海外出願人件数より少なかったことを表わしています。 

【内容見本】飛行機の形態史より抜粋 

 近代日本の特許（実用新案）図面にあらわれた形態を時系列に見ると、近代化という過渡期に技術が社会の

課題に対応しながらダイナミックに変化し、技術者が社会をつくってきたことが感じられます。 

 現代は、脳科学やバイオ、情報通信、ロボットなど最先端技術が急速に進化しています。技術に対する期待と

同時に、社会を根底から変えうる脅威を感じています。100年前の技術の変遷を俯瞰することで、何か大事なこ

とに気づくと思います。ネオテクノロジーではより良い社会を考えるための情報として、特許情報から社会と技術

の関わりを探ることに取り組んでいます。技術創造の原点となる、技術で社会を良くしようとする気概や好奇心を

養う情報、社会に技術を生かすことを考えるための情報をお届けします。 


